
 

4. 愛知県 名古屋市立内山小学校 別添資料 

 

 

 

●防災リーダー資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減災プログラム内山小学校資料  

Ⅰ 防災リーダーを育てる段階 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 広げる段階～伝え合う活動～ 

【学区の危険を地図を使いながら保護者に伝える子ども】 

【クラスの友達に伝え合う（共有）】 

【市役所の人を呼んで学区の防災案を提言する子ども】 



１．自分ごととして捉え、 

調査する子どもへ 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 自分自身で高める段階へ 

家の近くの危険な所を自分で見付け、調査

した報告書。ビルの人に進んで聞きにいく

など、学区の防災を進んで調べた。 



２．周りを巻き込んで考える子どもへ～起震体験をした後、家族へ～ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生で作った防災マップ 

４年生で作った防災マップ 

防災マップの変遷 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生で作った防災マップ 

ビルが多い学区なので、立体

にして作りました。（右） 

 学区の防災地図の他に、学校

にも危険がいっぱいあるという

子どもの発案で校内の危険マッ

プも作った（下） 

このマップを使って低学年に

教えに行きました。低学年に分

かりやすく教えるために、左下

のカルタを作り、それを読んで

教えました。 

児童が作ったカルタ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

車の往来の激しい通学路をヘルメットを

かぶって歩く児童上は下校、下の写真は登

校の様子 

 減災プログラムの助成金で児童にヘルメットを購入した。ヘルメットをかぶり、分団下校しながら登下

校で危険な所、いざとなったら逃げ込める所を見付けながら歩く避難訓練を行った。帰宅して、家族と通学

路の危ないところを報告したり、災害のことを話し合ったりして、家族との会話を報告する宿題を出した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生の感想 

２年生の感想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の感想 

４年生の感想 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生の感想 



 

１年生の感想 


